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　サクラマスは北海道の有望な養殖対象種であるが、野生
個体は初回成熟後に斃死する1回繁殖型の生活史を有す
るため、大型魚として長期間養成することが難しいという課
題がある。一方、北海道大学七飯淡水実験所では、採卵後
も高率で生残する特殊系統サクラマスを育種している。本
研究ではこの繁殖後生残系統を用い、繁殖後の身質回復
過程を明らかにするとともに、排卵卵を利用したイクラ加工
技術を開発し、排卵卵と繁殖後大型魚の両方から収益を
得るダブル収益型サクラマス養殖モデルの可能性を検証す
ることを目的とした。

値を持つ魚肉へ回復する可能性が示された。
　排卵卵イクラの加工試験では、超音波処理、加熱処理、
通常処理の3群を比較した結果、膜の硬さ、噛みやすさ、皮
残り、総合嗜好において加熱処理群の評価が最も高かった。
これは卵膜硬化に関与する酵素TGaseが加熱処理により
失活することで卵膜の過度な硬化が抑制されたためと考え
られ、排卵卵を原料とするイクラ製品の品質改善技術として
有効であることが明らかになった。また、この技術を応用して
複数の試作品を作製し、函館で開催されたグルメイベントに
おいて試食調査を実施したところ、一般来場者から好評を
得た。
　さらに、養殖収支モデルを構築し複数の生産シナリオを比
較した結果、通常の1歳魚出荷では赤字となる一方、排卵
卵と経産魚を組み合わせたダブル収益型養殖では収益性
が大きく改善することが示された。特に、全雌生産を導入した

「卵＋経産魚2歳出荷」モデルでは最も高い収益性が得ら
れる可能性が示された。これらの結果から、繁殖後生残系
統サクラマスを用いた排卵卵イクラと大型経産魚の組み合
わせは、従来のサーモン養殖とは異なる高付加価値型養
殖モデルとして有望であることが明らかになった。加えて、生
残型と野生型の比較では、繁殖後の血中コルチゾル濃度お
よびストレス関連遺伝子発現が野生型で高い傾向が認めら
れ、繁殖後斃死とストレス応答の関連が示唆された。

　本研究では、北海道大学七飯淡水実験所が保有する繁
殖後生残型サクラマスを用い、魚卵と魚肉の双方から収益
を得る新たな養殖モデルの可能性を検討した。まず、繁殖前
後の個体にPITタグによる個体識別を行い、成熟期に搾出
法による採卵・採精を実施した後、生残率および体サイズ、肥
満度、筋肉のヤング率、身色などの指標を経時的に測定し、
繁殖後の身質回復過程を評価した。次に、排卵卵を原料と
するイクラ加工技術の開発を目的として、超音波処理群、加
熱処理群、通常処理群を設けた加工試験を実施し、60名の
パネルによる官能評価を行った。さらに、飼育試験により増肉
係数（FCR）を算出し、魚価、餌代、人件費等を組み込んだ
収支モデルを構築することで、排卵卵イクラと繁殖後大型魚
のダブル収益型養殖の経済性を評価した。加えて、生残型
と野生型の比較により繁殖後生残形質の生理機構を明ら
かにするため、血中コルチゾル測定およびストレス関連遺伝
子の発現解析を行った。

　繁殖後生残系統サクラマスを用いた採卵・採精試験の
結果、採卵後4か月の生残率は雄92.3%、雌85.7%と極めて
高く、通常は繁殖後に斃死するサクラマスにおいても高い確
率で生存することが確認された。死亡個体と生存個体の体
サイズや肥満度に有意差はみられず、体サイズや栄養状態
は繁殖後の生死に大きく影響しないことが示唆された。身質
の指標として測定した肥満度、筋肉の弾性係数、身色は成
熟期にかけて劣化する傾向がみられたが、採卵後3か月の
時点で身色の回復傾向が確認され、繁殖後に再び商品価
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背景・目的

内容・方法

結果・成果

　本研究により、繁殖後生残系統サクラマスを利用した排
卵卵イクラと大型経産魚によるダブル収益型養殖の可能
性が示された。今後は、繁殖後個体の成長および身質回
復過程に関する長期データを取得し、経産魚の最適出荷
時期を明らかにする。また、イクラ生産量の最大化を目的と
して偽雄（XX♂）を用いた全雌生産技術の導入を進める
とともに、排卵卵イクラの衛生安全性評価を実施する。さら
に、生残形質の分子機構解明のためのトランスクリプトー
ム解析を行い、地域養殖業者との連携による実証試験を
通じて北海道における高付加価値サーモン養殖モデルの
確立を目指す。

今後の展望


